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ようこそ から始まるデザインと のイノベーションへ

創造性のあるひとりひとりのタレントが

社会やビジネスにイノベーションを与えるクリエイティブクラスの時代

ファッションやインテリア、食や建築と同じように

の世界もデザイナーやクリエイティブタレントの手によって

魅力あるライフスタイルを生み出せる環境ができつつあります

パソコンもケータイもゲームやブロードバンドも

与えられた便利さから限られた選択の自由から

暮らし方や働き方にあったデザインを創造し手にできるようになるのです

そんなわたしたちのための、そしてデザイナーやタレントたちが主役になれる

魅力的で豊かな を実現するムーブメントがＹイノベーションです

Ｙイノベーションはクリエイティブクラスがその能力を発揮できる

創造都市に向けてソフトパワーを充実させている横浜から生まれました

わたしたちの最初のご挨拶としまして

ペーパーでは逸早くデザイナーが個人のチカラで

ＩＴライフスタイルを面白くしているロンドンのシーンとそのわけを

日本の誰もが気づいていないうちにそっとお知らせします

そしてそのシーンから早速、今までにない というイノベーションの

開始をわたしたちからお知らせします

これからのくらしやデザインにやる気がおきる

イノベーションをおたのしみください

Y INNOVATION CENTRE YOKOHAMA HQ. 1



プロダクトデザインに注目が集まった
2006年のロンドンデザインフェスティバル

若手のデザイナーによる、 ライフスタイルモノ

の提案に対して注目が集まった、2006 年のロン
ドンデザインフェスティバル。大きな事前宣伝が無
かったにもかかわらず、街の注目を集めたのは、デ
ザイナーによる ライフスタイルモノのセレクト

ショップショールーム「 」だ。
チェルシーのセレクトショップを陣取ったこの空間
は、アップルと でデザインを手掛けてきた
アレクサンダー・グゥンスティドルと、 でイン

タラクションデザインに取り組んでいるプリア・プ
ラカッシュによるプロジェクト。 電話のヘッドセッ
トのデザインとブランド化でデザインセレブに躍り
出た など、100以上のアイテムが揃えら
れたショールームは、既にデザイナーによるクリエ
イティブでわたしたちの ライフスタイルを気持
ちいいものに飾れることができることを実感させて
くれる。

ここを待ち合わせ場所にして迎えてくれたのが、
かの プロジェクト「 プロジェクト」の
デザイナーである、クリスピン・ジョーンズだ。
クリスピン・ジョーンズは、ロンドンで最も注目さ

れている若手のインタラクションデザイナー。携帯
電話や次世代のテレコミュニケーションのモデル
に関する開発から、博物館や放送局などのインタ
ラクティブな展示デザインなど、新しいテクノロジー
をわたしたちとつきあえるかたちにしてくれる存在と
して、いつも新しいプロジェクトが同世代のデザイ
ナーやキュレーターたちから何が生まれるのかと期
待されている。

界のビッグプレーヤーが気にしはじめたフ
リーランスデザイナーのクラスターへようこそ

これからジョーンズは、このような新しいデザイン
が実現できる秘密の旅へと誘ってくれる。
郊外に行く電車に乗って 30 分、田園風景の中の
駅で、ジョーンズのクラスターの仲間であるサイモ
ン・リーチが車で待っていた。その車に乗り、町
工場の団地に入る。その一区画がリーチやその先
輩たちが共同で使う工房だ。そこには最新の工作
機械がコンパクトにまとめられて配置されており、
携帯電話から医療機器まで最先端のハイテク製
品の試作品が作れるようになっている。
この工房で、日本から持ち込まれた のコ

ア部品が解析され、ジョーンズのデザインをもとに
外装パーツが作られている。

世界の「デザインハブ」ロンドン。常に最先端のデザインモデルが輩出するこの街で、今、最も
熱いのが 分野のデザイン、それもものづくりに近いところのデザインだ。
ロンドンでは、個人のデザイナーがそれぞれの得意とする分野を持ち寄り、今まで増すプロダク
トをつくる大企業でしか出来なかったと断定されていた、 プロダクトを彼ら自身の手で作り
出したり、販売したりするようにまで進化を遂げている。
携帯電話やヘッドセットを自分たちでつくりだすことができる、本邦のデザイナーにとっての夢
がここでは現実ものになっている。

この街でまた新しいプロジェクトが始まった。
今までの とは違う可能性を持ったパソコンをデザインするというプロジェクト。
ノート よりももっと軽く、もっと小さく、キーボードも存在しない 。まさに全く新しい
持ち方になるであろう を１からデザインしてかたちにするというプロジェクト。
企業の内部や大きなコンサルティングに頼っていたら、生まれ得ない創造的イノベーションを
求め、 をかたちにできる彼らに託されたのだ。

全く新しい をデザインする。このプロセスを見ることでわたしたちは、なぜ、ロンドンで
プロダクトのデザインを１からデザイナーたちの手で可能なのかを知ることができる。
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インタラクションデザインから生まれた全く新しい が生まれるまで
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